李 

さ 

ん 



まだコヤシの臭の 
残る郊外のこの 
ボロ家に引越して 
来たのは昨年の 
初夏だった 



_ 





種 







































いずれ取壊すつもりで 
放置されていた家 
なのでタダみたいな 
家賃で借りられた J 





































一 180 — 
























囑 


m 


1 
1 


_ 


m 


m 



一 181 — 



いまの天気予報 
は樹上の雀から 
教えて貰ったの 
です 


男はギャングの 
•カポネ時代に流行った 
ょぅな縞模様の薄ぎたない^ 
ズボンを穿きその尻ポケット.13 
むりやり上衣を詰め込んで 
いるのでそこがものすごく 
出つばっていた 



そして鳥の啼亩を 
真似て樹上の鳥と 
何やらさかんに 
しやべつている様子^. 
で僕は鳥寄せの 
名人かと思った 



しかしわかボロ 家の 
庭は隣接の神社の 
境内との境界線が 
おぼろげなため 
しばしば見知ぬ人が 
迷い込んで 来る 








彼がいつから鳥語を 
解せ るよう になったのか 
本人にもはっきり覚えが 
なく 


でも"鳥は話題に 
乏しく たいてい 
天気の話かヱサの話 
くらいのもので 
あまりリコウでは一 
ないのです / 


子供の頃 
鳥と話をして 
みたいと純真な 
気持で話しかけ 
たら 

通じたのです， 


彼は メ 
朝鮮人で ノ 
李さんといい 
奥さんと 子供 
二人があるそぅ 
だ 








壽 

.在； 


彼のかもし出す >// 
ムードにのまれて \ 
しまつた のか 
大法螺に惑わされて 
しまつた ものなのか 
一家四人がいつのまにか 
二階の六畳に住みついて 
しまつた のだ 
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それは僕が作った 
胡瓜を時たま 
奥さんが失敬して行 
くのを見てもわかる 


四才になる女の子は 
栄養失調みたいに 
瘦せこけ陰気 . 』 

だ V 



_ 


1 


1 




藝 


Y:::v.,v:'■ 
_ 


この奥さんの笑顔は \ 
まだ一度もみたことが\ 
ないべつに怒っている 
わけではなく 
といって表情に乏しい 
顔立でもない 
大ざっぱなつくりでは j 
あるが目と口が < 
大きい色ぐろの 一 
グラマー j 
である / 




_その下の男の子は母親似 
1で長女のお古を着てぃる 
^のではじめは女の子かと思った 
ほど可愛らしいが二人とも 
泣い t り 笑つた ひあま A 
しないで薄味の悪いほど 
静かな子供でぁる 
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李さんが外泊するこ 

とは 

たびた t / でそんな ^ i 
けっして階下へ降りて 
こようとはせず 


奥さんはなにかに 
，つけ無頓着で子供の 
面倒もあまリみず 
女のやるべき仕事は 
なにもしない 一 






















一ある n 僕が 
外'出から戻つてみると 
李さんと奥さんが 
奥庭の片隅で ^ 
風呂をたいていた k 





W 


僕かこのボロ家」 
弓越して来た 
ときから庭に 
ころがつていた 
ドラム缶を 
五右衛門風呂に 
作ったものな 
のだ ， 








0 


魅 


0 

團 


底板がない>ので 
下駄を洗って 
それを履いて 
入浴するょぅ. 
になってぃる/^ 
ので仲々の 
名案です 


0 







































家内は 
千葉県の 
出身で 
カジメ採り 
をやつて 
いたの \ 
です» 




1 


カジメといぅ 
海草はエキホーソ 
といぅききなれ. 
なぃ薬品に 
なるらしい 「 


0 


S 


1111111 _ 一 Id 


大変です 

大変です 

のぼせて 
しまつたの 

で^ CTV 


%/1 



€ $ 

呼 5 j 


1 







二分間も 
呼吸を 
とめて 
海の中へ 
もぐる の 
で^^ 


0 

0 


奥さんは ノ 
僕に実演を 
し•て見せて 
くれたので 
あるが 
丁度二分 
後に顔を 
出^と 
そのまま 
ぐんにやり 
のびて 
しまつた 


31 
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の九の十五武良茂方 


つげ義春先生の住所は、都下調布市富士見町 
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